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1　日本技術士会入会のメリットとは？
「技術士会に入会するメリットは何ですか？」

日本技術士会会員（以下，技術士会員）であれば
一度は聞かれたことがあり，自身も考えたことの
ある質問ではないだろうか。技術士会入会案内の
リーフレットには，入会による 7 つのメリットが
記載されている。いずれも業務独占的メリットを
期待する人に入会のメリットは見つけられない。

そこで本稿では，業務独占的メリットを期待す
る人でも「技術士会に入会するメリット」がある
と考えられる案を 3 つ提案する。これらの提案
を実現することにより，技術士の認知度向上なら
びに技術士会入会の動機づけ，会員数拡大の好循
環に繋がることを期待する。

2　技術士会に入会するメリットの拡大案
（1）公的プロジェクトの審査員

日本の科学技術を支える基礎研究，そこに資金
面で支援する科学研究費補助金いわゆる“科研費”
の審査は，科学技術立国日本を支える重要なプロ
セスである。現在，審査システムの改革が進行中
ではあるが，審査委員の中に技術士会員を必須メ
ンバーに位置づけることを提案する。より適切・
公平な審査，ひいては資金の有効活用に繋がると
考える。何故なら技術士は技術士法第二条で「科
学技術に関する高等の専門的応用能力を必要とす
る事項についての計画，研究，設計，分析，試験，
評価又はこれらに関する指導の業務を行う者」と
定義されており，その要件を満たす者に技術士の
資格が与えられているからだ。

技術士は技術と社会を繋ぐ担い手としての役割
があり，基礎研究をどのようにして社会に実装す
るのか，その観点から研究計画を評価できる人材
である。21 の技術部門にいる技術士会員は，全
国大会や部会の活動を通じて倫理観をわきまえ，
最新の科学技術の動向に明るい。国によって認め

られた技術士を，科研費をはじめとする公的プロ
ジェクトの審査員として位置付けることを望む。
（2）IT を活用した技術士会員のネットワーク強

化ならびに課題解決支援ツールの提供
技術士会に入会すると「WEB 名簿検索（会員

情報検索）」が利用できる。この機能は会員が“能
動的”に検索して利用する仕組みだが，登録され
ている会員情報を活用して，“受動的”に有用な
情報が提供される仕組みの導入を提案する。

例えば事前に指定した興味ある分野の CPD 講
座や技術士会員の紹介である。紹介された会員同
士が技術情報を交換する Web ツールが提供され
れば，会員同士のネットワーク強化に繋がる。さ
らに技術士の集合知として，CPD 講座，月刊『技
術士』，会員情報の内容を課題解決別に集約・分
類して逆引き的利用ができる仕組みがあると，技
術的課題の解決支援ツールとして有用と考える。
（3）Webサイト・書籍による情報発信

技術士試験合格後，何を期待して技術士会に入
会したのか，入会によって広がった世界はどのよ
うなものなのか，そもそも何故技術士試験を受験
したのか等，技術士会員が自らの体験や想いを投
稿・蓄積・公開することができる Web サイトの
構築を提案する。一部の内容は書籍として出版
し，広く一般の人々に技術士の魅力を伝えれば，
技術士の認知度向上だけでなく，受験者のモチ
ベーションの維持・向上，受験者数の増加，ひい
ては会員数拡大に繋がると考える。

3　おわりに
本稿で提案した内容のうち，（1）は生物工学

部会の活動の中から自然にでてきたもので，ワー
キンググループとして対応を検討している。また

（3）も生物工学部会の有志で対応を検討してい
る。今後，提案した内容の実現に向け，他部会の
技術士会員とも連携して取組んでいきたい。
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